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研究成果の概要（和文）： 
本研究では次の様な成果を獲得した。①東アジアの都城が、西アジアの都市と、機能や構造

において多くの共通点を有していることを明らかにした。②新たに 3DVR表示システムを開発し、
3 つのモデルを作成した。③鈴鹿関のモデルを分析して日本古代三関が交通の検問と軍事の両
機能を兼ね備えた施設であることを解明した。④復原モデルを用いたデジタル野外ミュージア
ムの展開を開いた。       
研究成果の概要（英文）： 
We have acquired the following results in the present study. ①It was clarified that ancient 
capitals in east Asia had a lot of common features in the urban function and the structure 
of west Asia. ②We, newly, have developed 3DVR display system and made three models. 
③We had clarified the function of the Japanese ancient three  barriers ”San－gen” by the 
model of the Suzuka barrier ④We have acquired a view to the digital outdoors museum by 
the restoration model. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究の大きな特徴は、最新の GPS測量機

器により世界座標を用いた遺跡の測量を

実施することにあった。測量成果を基に世

界共通の基準による 3DVR 表現を作成し、

王城・都市遺跡の比較研究を進めることを

目的としていた。当初の計画では、中国、

韓国、ベトナムなどの東アジア諸国の未実

測の遺跡群に測量ポイントを設置し、将来

の統一基準作成の基礎を作る予定であっ

た。ところが、計画当初、共同研究を確認

していた国々において、研究者レベルを超

えた政治的、軍事的な理由が浮上し、現地

での発掘・測量調査の実施が困難となった。

このため、急遽計画対象国・遺跡を変更し

なければならなくなった。そこで、研究の

最大目標を３DVR表現の完成と完成モデル
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の解析による東西アジア都市形成史の解

明におくことにした。 

２.研究の目的 

まず第一に、当該科研により、既に発掘・

測量調査を実施し、多くのデーターを獲得で

きていた鈴鹿関のモデル完成を目指した。 

次いで新たに調査の許可を得たレバノン

共和国南部の Tyre 遺跡群において、精密測

量と 3DVR 復元モデルの作成を実施すること

にした。西アジアの都市遺跡は東アジアの都

市形成に大きな影響を与えたといわれてい

る。特に Tyre に所在する遺跡群は港湾・都

市・水道・墓地が小面積の空間に集約的に配

置された典型的な都市の世界遺産であり、当

該遺跡における成果の獲得は今後の都市研

究に重要な役割を果たすと考えた。 

第三に、こうして制作した３DVR表現を解

析し、東西アジアの都市形成史を明らかにす

ることを到達目標とした。 

３．研究方法 

(1) 最新のGPS 測量機器を用いて鈴鹿関
や Tyre 遺跡群を測量した。 
世界座標という統一的な基準でもって広

域遺跡である都市や王城を比較研究するた
めである。 

(2) 一部発掘調査を実施し、既存の調査成
果と合わせ、GIS ソフトを用いて都市遺跡の
設計方法、施設配置原則等の規則性を明らか
にした。 

(3) 最新の 3DVR 表示システムを開発し
た。 
これまでの地形図を用いた分析では不十

分であった高所からの見通し、既発掘調査地
の現地表示とこれによる立地分析など行っ
た。 

(4) 完成モデルを地域博物館と連携して
デジタル野外ミュージアムとして活用した。 
４．研究成果 

(1) タンロン王宮遺跡の調査・研究 

ヴェトナム共和国の首都ハノイに所在する

大越国の都であるタンロン王城遺跡の一部発

掘調査と測量調査を実施した。 

1010 年に建設された李朝期の王城は、陳朝

－黎朝－阮朝と継承され、19 世紀後半に阮朝

期に南のフエに遷都するまで、ほぼ同位置で維

持される。この間、王宮の施設は度々改修、改

造され、遺跡内ではその重複関係が極めて複雑

な様相を呈していた。こうした様相を厳格に比

較検討するための素地として、GPS測量による

正確な図面の作成が求められ、コンピューター

上での解析が必要となった。そこで、遺跡内で

最も破壊の激しい D4 区での断面観察と一部発

掘調査による築造－破壊過程の検討を行った。  

その結果、17 世紀前後と推定できる時期以

前に当該地区が大規模な破壊(改修)を受け、宮

殿の施設配置が大幅に変更されたことが判明

した。破壊(改修)後、どの程度の時間が経過し

たのかは不明だが、遅くとも 17 世紀後半まで

にはさらに大規模な造成工事が行われ、現在の

ハノイの中心部の地形がほぼ形成されたと判

明した。 

こうした考古学的な発掘調査と並行して実

施したのがこれまでに出土していた文字磚の

再調査と出土須恵質鉢状土器の型式分類であ

った。 

文字磚の再調査によって、新たな釈文や文字

種を確認することができ、研究の基礎を開くこ

とができた。さらに、これまで知られていなか

った「江西軍」刻印文字塼の製造組織の構成を

複数確認することができ、8～9 世紀における

唐の異国支配の実態の解明に一歩迫ることが

できた。 

さらにこれまでほとんど触れられることの

なかった須恵器の一部機種について詳細な型

式変化を明らかにすることができ、今後、日本

的な型式変化の方法論を持ち込んで土器研究

を行っていけば、体系的な土器の時間軸の設定

が可能になることを実証することができた。 

(2) Tyre遺跡群の測量調査 

地中海の東端に位置する現レバノン共和国

内には数多くのローマ時代の都市遺跡が点在

するが、南部に所在する Tyreはフェニキア時 



 

 

図１ 戦車競技場の詳細測量調査の様子 

代以来の港湾都市として栄え、ローマ時代に

もエジプトとの交易で大きな役割を果たした

地域である。遺跡群には三つの要素が認められ、

①港湾機能、②都市機能、③埋葬機能の三要素

の内、都市機能の比較研究のために道路や拠点

的施設の GPSによる測量調査を行った。この結

果、ローマ時代だけでなくビザンチン時代にも

改修・改変の連続した遺跡群の検討に正確な測

量が極めて重要な役目を果たすことを明らか

にした。 

測量調査の成果を解析すると、City-siteや

All-Bass-siteの骨格をなす道路網を基準に浴

場、貯水槽群、商業施設、戦車競技場などの主

要施設が配置されていたことが明確になった。

特に詳細に測量した戦車競技場と道路、水道橋

の一部については、設置当初の基準線を確認し、

これを精度の高い GPS 測量を実施して分析し

たところ、極めて厳格な設計図に基づき施行さ

れている実態を確認することができた。これら

の設計基準は道路のそれと一致しており、これ

によって、少なくとも All-Bass-siteの設計は

統一した基準尺を用いて全体が計画され、ほぼ

同時期に施行されたことを実証することがで

きた。こうした事実は東アジア都城、とりわけ

日本の古代宮都において確実に指摘できるこ

とである。広大な空間を占有する都市機能の設

計には、全体プランを示した上で、中心的な施

設については、その細部に至るまで当初から正

確に設計、施工されたことを明確にすることが

できた。 

今日の日本の都市設計が継ぎ足し継ぎ足し

拡張してきた姿とは大いに異なる、学ぶべき姿

を明示したと言えよう。 

(3) 鈴鹿関の測量と 3DVR表現 

鈴鹿関は三重県亀山市関町に所在する古代

の重要交通管理施設である。その所在地につい

ては長く論争があったが、前科研費による発掘

調査でその一郭が確認されたことにより、初め

て詳細な分析の素地ができた。本科研では発掘

調査により得られた成果を GIS ソフトに取り

込み、三次元段階で解析した。その結果、施設

に与えられたもう一つの機能である軍事的機

能につき、より鮮明に設置の意図を解明するこ

とができた。特にこれまで全く知られていなか

った遺跡と城山との関係を、３DVR表現モデル

によって初めて明らかにし得た成果は重要で

ある。 

少なくとも古代鈴鹿関には三方向からの監

視機能が置かれていたことが判明したのであ

る。この成果を援用したところ、他の三関(不

破関と愛発関)にも同様の機能を求めうる地形

上に立地していることを確認することができ

た。 

(4) エコワールドヘリテージミュージアム

（EWHM）の公開 

鈴鹿関や Tyre 遺跡群ラマリサイトにおいて

モデルを制作し、解析を試みたことにより、そ

の有効性が実証できた。特に、鈴鹿関での 3DVR

表現モデルについては、制作当初から地域への

還元を目指していたが、既に、地元である三重

県亀山市歴史博物館に成果を提供し、市民に親 

図 2 鈴鹿関 3DVR表示画面の一部 



 

 

しまれる文化遺産表示の判りやすい実践例

として運用されることが決定している。 

近年、科研費の成果が広く国民に還元される

ことが求められているが、本研究成果は、今後

さらに世界の文化遺産表示に新たな方法論と

して採用されることが期待できる。 

その第一歩は既にレバノン共和国で行った

Tyre遺跡群の戦車競技場の 3DVR表示モデルの

完成によりスタートを切っており、今後さらに

同国との関係を強力に推し進めることによっ

て、活用されるものと考えている。 

エコワールドヘリテージミュージアム

（EWHM）は、特に広大な施設を建設する必要性

もなく、経済的にも極めて小さなコストで設置

することのできるシステムである。このシステ

ムを応用すれば、世界遺産や日本の史跡整備に

おいて常に課題となる遺跡管理も容易くなる

と考える。 

さまざまな方法でモデルのプログラムを組

むことによって「ミュージアム」へのリピータ

ーも獲得することができ、閑古鳥の鳴く博物館

の活性化にもつながると期待できる。 
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